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嘘

太

陽

観

測

に

就

て

（

第

二

報

）
三

澤

勝

衛

結
果
0

僅
か
半
年
足
ら
す
の
観
測
か
ら
何
も
新
ら
し
い
登

見
等
の
あ
る
筈
も
な
く
、
又
左
様
な
柄
で
も
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
荘
に
取
立
て
て
御
報
告
申
す
程
の
事
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

只
先
覺
者
に
よ
っ
て
登
見
し
登
表
さ
れ
た
事
の
ニ
―
―
ー
を
直
接
一

自
分
自
身
に
観
測
し
得
た
の
で
、
其
一
端
ャ
記
し
て
見
た
い

ご
思
ひ
ま
す
、

拐
て
前
文
に
も
一
寸
書
い
て
憫
き
ま
し
た
様
に
太
陽
が
約

二
十
七
日
内
外
の
時
間
を
以
て
自
膊
し
て
居
る
マ
J

云
ふ
事
が

私
の
僅
の
内
の
観
測
に
も
誡
に
は
つ
き
h
マJ
現
は
れ
て
居

b

ま
す
、
例
へ
ば
昨
年
十
月
以
後
の
観
測
か
ら
見
ま
し
て
も
、

黒
勘
を
全
く
認
め
る
事
の
出
末
な
か
っ
た
日
が

第
一
回
、
自
十
月
一

H
至
同
九
日
約
九
日
間

第
二
囮
、
自
十
一
月
四
日
至
同
八

H
約
八

H
間

'

第
三
回
、
十
二
月
二
日
至
同
十
8
約
九
B
間

あ
り
ま
す
、
ー
尤
も
此
間
に
は
雨
天
等
の
為
め
に
観
測
を
な

し
得
な
か
っ
た
日
も
あ
り
ま
す
が
、
此
塙
合
に
は
前
後
の
闊

係
か
ら
推
測
し
て
の
結
果
で
あ
り
ま
す
、
そ
し
て
第
四
回
目

は
同
十
二
月
三
十
日
に
復
初
ま
つ
て
本
年
一
月
二
日
ま
で
四

日
間
績
い
て
居
，
り
ま
す
、
第
四
回
目
は
其
日
敷
が
前
者
よ
り

も
大
菱
少
な
い
榛
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
本
年
一
月
三
日
に

現
は
れ
た
も
の
は
、
普
通
の
も
の
の
様
に
先
づ
東
端
に
現
は

れ
て
末
た
も
の
で
な
く
、
太
陽
の
略
中
央
に
突
登
し
た
僅
に

二
乃
至
四
の
小
異
貼
よ
h
，
な
る
一
小
黒
勘
群
で
、
東
端
に
現

は
れ
て
末
た
の
は
六
日
頃
で
あ
b
ま
す
か
ら
此
間
又
七
日
間

程
あ
り
ま
す
、
斯
の
如
く
黙
黙
群
の
有
無
の
上
に
も
立
派
に

遇
期
が
現
は
れ
て
居
り
ま
す
が
、
更
に
累
黙
出
現
の
極
大
に

就
て
考
へ
て
見
ま
す
る
こ

第
一
阿
．
十
月
二
十
七
、
八
日
頃

第
二
回
、
十
一
月
二
十
三
、
四
日
頃

第
三
回
、
十
二
月
二
十
tJ
頃

さ
云
ふ
様
な
風
で
此
各
極
大
の
期
間
が
何
れ
も
約
二
十
七
日

さ
な
つ
て
居
る
さ
云
ふ
事
は
、
自
分
な
が
ら
賓
に
楡
快
な
現

象
で
あ

b
ぇ
し
た
、

次
に
一
度
出
現
し
た
大
累
黙
は
長
き
は
半
年
位
も
職
禎
し

て
居
る
マ
J

云
ば
れ
て
居
り
ま
す
が
、
私
が
昨
年
六
月
以
末
の

観
測
の
中
に
も
、
六
月
十
二
日
頃
太
陽
の
中
央
に
午
線
を
通

過
し
た
大
黒
黙
が
、
其
後
、
七
月
九
日
、
十
月
廿
七
日
、
十

一
月
廿
四
日
、
十
二
月
二
十
一
日
、
及
本
年
一
月
十
七
日
ご

都
合
六
回
出
現
通
過
し
て
居

b
ま
す
、
然
し
特
に
荘
に
注
意
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す
べ
き
は
、
途
中
九
月
二
日
頃
ご
九
月
舟
H
頃
1
1

八
月
十
六

日
頃
の
も
の
は
観
測
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
晰
言
出
来
な
い

の
は
誠
に
激
懺
の
事
で
あ
り
ま
す
1
1

ご
二
回
は
全
く
沈
獣
し

て
現
は
れ
て
居
ら
な
い
事
で
あ
b
ま
す
、
突
然
地
球
上
の
生

物
が
一
時
冬
眠
し
て
も
一
阻
来
復
ご
共
に
叉
活
動
し
だ
す
事

ご
よ
く
似
て
居

b
ま
す
、
太
陽
面
上
に
於
て
も
大
累
貼
は
時

に
泊
長
は
あ
っ
て
も
、
其
根
元
が
中
々
強
く
長
く
一
定
の
塙

所
に
其
位
置
を
占
め
て
居
つ
て
容
易
に
消
失
し
去
ら
な
い
榛

に
思
は
れ
ま
す
、
前
又
此
黒
貼
は
中
央
氣
象
棗
國
宮
抜
師
の

報
告
（
氣
象
集
誌
第
四
十
年
第
八
琥
）
に
よ
れ
ば
、
昨
年
五
月

入
H
に
太
陽
の
東
端
に
現
は
れ
同
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
の

間
に
中
央
子
午
線
を
通
過
し
た
珍
ら
し
い
大
黒
勘
'
t
J

同
一
系

統
の
も
の
ら
し
（
あ
り
ま
す
か
ら
、
中
・
々
壽
命
の
長
い
も
の

で
あ
り
ま
す
、
今
後
の
泊
長
も
勉
め
て
注
意
し
て
観
測
し
た

ぃマ
J

思
っ
て
居
り
ま
す
、
次
は
十
月
二
十
一
日
頃
中
央
子
午

線
を
通
過
し
た
も
の
で
初
め
は
箪
獨
の
一
大
黒
黙
で
あ
h
ま

し
た
が
、
二
十
五
日
頃
急
に
後
逹
し
て
大
小
約
十
個
よ
り
な

る
黒
貼
群
ご
な
り
そ
れ
が
十
一
月
十
七
日
、
十
二
月
十
四
日

本
年
一
月
十
H
ご
都
合
四
回
引
紐
い
て
中
央
子
午
線
上
を
通

過
し
て
居
b
ま
す
、
中
で
も
十
二
月
の
二
十
日
頃
は
最
も
登

又
も
ゃ
中
村
要
氏
の
大
手
柄
ー
ー
_

逹
し
た
時
期
で
約
二
十
個
よ
り
な
っ
た
一
大
黙
貼
群
で
あ
り

ま
し
た
、
以
上
は
ほ
ん
の
其
一
端
で
あ
り
ま
す
が
更
に
是
等

黒
黙
群
の
移
動
や
他
の
黒
黙
群
ご
の
相
互
の
闊
係
並
に
消
長

或
は
太
陽
面
上
に
於
け
る
分
布
等
も
観
測
の
進
む
に
従
っ
て

調
査
し
て
見
た
い
｀
こ
思
っ
て
居
り
ま
す
、

術
又
以
上
太
陽
面
上
の
活
動
の
消
長
ご
氣
象
ご
の
闊
係
に

就
て
も
考
へ
て
見
や
う
Y

自
思
ひ
ま
し
て
、
手
許
に
あ
h
ま
し

た
飯
田
測
候
所
の
半
旬
期
氣
象
表
よ

b
平
年
の
毎
日
の
氣
限

を
計
算
し
、
更
に
官
報
に
よ
h
昨
年
十
月
以
降
の
毎
日
の
該

測
候
所
の
氣
限
観
測
を
求
め
雨
者
を
比
較
し
て
其
間
に
約
二

十
七
日
の
週
期
の
有
無
を
調
査
し
て
見
ま
し
だ
慮
が
右
週
期

が
多
少
は
現
は
れ
て
居
る
様
で
は
あ
り
ま
す
が
（
殊
に
氣
厭

の
低
い
塙
合
に
）
尚
精
密
な
る
閥
査
の
上
で
焚
表
致
し
た
い

マJ

思
ふ
て
居
り
ま
す

昨
年
末
．
中
村
氏
ぱ
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
に
一
新
姜
光
暴
を
登
見
し
名
を
睾
げ

t

が
、
今
叉
＂
同
氏
は
大
熊
座

8
星
（
北
斗
の
中
央
の
三
等
星
が
変
光
し
て
ゐ

ろ
こ
マ
J

も
、
観
測
に
よ
つ
て
見
事
に
醗
明
し
た
0

そ
れ
に
よ
れ
ば
此
の
屋
は

三
・
ニ
九
等
か
ら
三•
1ハ
四
等
の
間
に
墾
光
し
、
週
期
は1
1
1
四
・
八
B

で
あ
る

G

山

本

）




